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熊本城本丸御殿大綱完
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日本三名城のひとつといわれる熊本城は、慶長12(1607)年に加藤清正が築いたと伝えられており、築

城から400年を数えました。
みなみおお　て　もん

熊本城では平成9年に策足された熊本城復元整備計画によって、南大手門をはじめとす革西出丸一
いいだまるごかいやぐら

帯の建造物や飯田九五階櫓など5つの櫓とその周辺の復元整備を行ってきました。そして、天守閣と並び

城郭の中心をなす本丸御殿大広間の復元が完了し、平成20 (2008)年4月20日から公開されます。

本丸御殿とは、藩政の中心的建物で、対面所や公式行事の場として使用され、藩主の生活空間でもあ
でんLやぐん

りましたo当時は様々な建物が連なる殿舎群の建物で、総部屋数53室、畳総数1,570枚を数えたといわれ
すき　や

ていますが、今回は大広間棟や大台所棟、数寄屋棟などの主要な建物(部屋数25室、畳総革580枚)の:ォT/i

み復元しています。他の御殿に類を見ない地下通路「関り通路」や巨大な松丸太で組まれた小屋組みを
おおおんだいどころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きんペきしようへきが

見ることが出来る大御台所など、当時の空間を体感できる見所はたくさんありますが、中でも金碧障壁画
Lようくんのま　わかまつのま

が措かれた昭君之間・若松之問は当時の絢欄豪華な書院造りを忠実に再現しています。特に昭君之間

は、本丸御殿の中で最も格式の高い部屋といわれ、清正が豊臣秀吉の遺児である秀頼を迎えるために作

ったとの言い伝えもあります。

他にも復元根拠となった史料や発掘調査資料、復元過程の資料や映像など、本丸御殿を深く知ってい

ただくために様々な展示品を準備しております。

清正が建立し、細川家が代々受け継いだ本丸御殿、西南戦争から130年のときを経て経った姿をぜひ

一度ご覧ください。
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築城400年という記念すべき年を契機に、復元整備により廻る熊本城
の素晴らしさと、歴史に培われた文化、豊かな自然に育まれた熊本の魅
力を、広く全国に発信するO

}期間/平成1 9年1月～平成20年5月　■会場/熊本城一帯
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平成18年12月31日～平成19年1月3日
平成19年3月24日～4月8日
平成19年4月28日～5月6日
平成19年8月1日～8月31日
平成19年10月12日～10月28日
平成19年12月31日～平成20年1月3日
平成20年3月22日～5月6日
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水とともに歩む歴史。

雄大な阿蘇の自然と肥後藩主加藤清正が礎を造った熊本の地下水。

その豊かな地下水と育んだ歴史があります。日本三大名城といわ

れる「熊本城」。築山山水の庭園が水と緑の景観を形成する「水

前寺成趣園」 0

水と共にときを刻む熊本の歴史を体験してみませんか。

L　熊本のシンボル熊本軌当時の勇姿を再現した「熊本城本丸御胤
∴丁竺;蝣>蝣:. i-i月. 「:≡芸∴、鼠

水が織り成す文化。

日本古来の伝統水法「小堀流踏水術」。文化が残した熊本の水を

愛でる俳句。熊本には水に関わる多くの文化があります。そして

現在。水と光の幻想的な空間が熊本市の秋の空間を彩る「みずあ

かり」 。伝統的な水に感謝する心が今も新しい文化を生みだして

います。熊本で今も息づきそして発展する文化に触れてみませんか。
竹と火と水が織り成す灯の禦典「みずあかり」。 I 0月の第2土随・日曜
数万本のろうそくの灯がお待ちしております。

水がもたらす安らぎの空間。

人口67万人を誇る都市規模を有しながら、都心に数多くの親水空

間が形成されています。阿蘇から連なる地下水の流れが作り出す

湧水群。中でも最大のものが江津湖。地下水がもたらす自然の環

境が、市民はもちろん動植物への憩いの空間を提供しています。

熊本で安らぎのひと時を過ごしてみませんか。
熊本の水資源を後世に伝えようと始まった「熊本水遺産」
熊本の水の見所をご紹介しますo

水がつくりだす食。

水が清例で豊かだからこそ育まれる食物。素材そのものの美味し
さはもちろん、その素材を生かした美味しい料理があります。調

理の隠し味は天然地下水。ミネラルと炭酸分を適度に含んだ豊か

な地下水が、料理の味をいっそう引き立たせます。

熊本の食の魅力を味わってみませんかO

熊本の最高のおもてなし「水」に育まれた美味しいおくりもの
くまもとフードブランド是非ご賞味くださいo
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熊本市総合保健福祉センタ一厘称ウェルバ肌まもと)
平成20年4月1日に供用開始した熊本市総合保健福祉センターは、本市で初めて公共施設の設計・

建設、維持管理、運営等を民間の資金や技術的能力を活用するPFI (Private Finance Initiative)の

手法により整備しました。

この建物は、ウェルパル広場、子ども総合相談室、子とも発達支援センター、中央保健福祉セン

ター、保健所の5つの機能を備えた複合施設で、高齢者や妊産婦の方が安全に利用できるよう、オ

ストメイト又はシャワーパンなどを備えた多目的トイレを各階に配置するほか、火災や地震などの

緊急時にはライトの点滅とチャイムで知らせる装置もあり、視聴覚に障がいのある方も安心して利

用できるよう、随所にバリアフリー・ユニバーサルデザインを取り入れています。

4 『　　熊本市保健所

保健所は、地域医療課、生活衛生課、食品保健課、感染症対策課からなり、快適で安全な生活環

境を確保するため、食品衛生、生活衛生関連施設や医療施設等の監視指導や相談業務、感染症の予

防対策、衛生思想の普及向上や医療安全に関する相談業務などを行っています。

3F　中央保健福祉センタ∴-~頂
■虚ト∴_

保健福祉センターは市内5ヶ所に設置されており、市民の保健・福祉の向上を図るため、健康相

談、保健指導、健康診登など地域保健に問し、必要な事業、福祉に係る相談・受付業務を行ってい

ます。併せて、地域の特性に応じた住民協働による健康づくりを支援しています。

潮卦-- ,I-弄悪報翁剖言顧壁

「子どもに関する相談」をキーワードに育児相談をはじめ、成長発達・不登校などあらゆる欄談

の一次相談窓口として、保健師、保育士、心理士などの専門員が電話や来所により対応しますO　ま

た、ヤングテレホン、ヤングメール業務を

青少年センターから引き継ぎ実施します。

空帽もニーニ者皆一端童寅辞迄雲上タI-

子ども総合相談室
子ども発達支援センター

陣がい叉は陣がいの疑いのある子どもとその保護者を対象として、さまざまな相談支援事業や初

期療育活動を行う専門的な施設です。また、子どもとその保護者が住みなれた地域社会のなかで支

援を受けることができるよう関係機関との連絡調整を図り、地域ネットワーク型の支援システムの

構築を図ります。

たこI. 1 F

二.、・.・言

ウ工ルバル広場　　大会議室
総合案内

子どもから高齢者まで健康で安心して暮らせる

ように、NPO団体などと行政が協働で健康づくり

活動を展開していく「ウェルパル広場」を整備し

ilKSE

また、授産晶コーナーやイベント広場、NPO団

体などの活動を支援するコーナーもあり、健康づ

くりと福祉に役立つ情報も発信しますo
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牛嶋弘議長 磯道文徳副議長
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市議会は、市民から選ばれた議員48名で構成されていますO会派としては、自由民主党熊本市議団(1 )、社民・民

主・人(ヒューマン)市民連合(lo島)、くまもと未来(lo奄)、公明党熊本市議団(7名)、日本共産党熊本市議団(3名工

自由クラブ(1名)の6会派が結成されています。

会議は、年4回開かれる定例会と必要がある場合に開かれる臨時会があります。内部の審査機関としては、常任委員

会と議会運営委員会及び特別委員会があります。常任委員会は総務・教育市民・保健福祉・環境水道・経済・都市整備

の6委員会に分かれ、所管部門の事務を調査し、議案などの審査を行いますO議会運営委員会は議会の運営に関する

調査を行いますo特別委員会は必要に応じて議会の議決により設置されますが、付議された事件を審査するもので、現

在、政令指定都市実現に関する特別委員会・出資団体等の調査に関する特別委員会の各特別委員会があります。

■歴代市議会議長

代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

1 有 馬 源 内 明治 2 2ー4 .26 明治 24 . 1 .2 1 17 打 出 信 行 昭和 34 ▼6 .12 昭和 3 6 .3 .2 4 3 3 内 田 幸 吉 昭和 6 日 2 .15 昭和 6 2 .4 .3

2 興 津 景 章 〝 24 .1 .22 サ 28 .5 .13 18 寸 坂 幸 夫 〝 36 .3 .2 4 〝 3 8 .4 .3 0 3 4 西 村 建 治 〟 6 2 ー5 .2 2 ォ 6 3 . 2 .16
3 河 原 憎 親 〝 28 .5 .14 サ 3 1.5 .2 2 19 阿 部 次 郎 〝 38 .5 .18 ' 4 0 .3 .18 3 5 村 上 春 生 〟 6 3 .12 .16 平成 2 .3 .2 6

4 吉 永 為 己 l′ 3 1.5 ▼23 〝 36 .2 .5 2 0 井 上 常 八 〟 4 0 .3 .18 〝 4 0 ー12 7 3 6 矢 野 昭 三 平成 2 .3 .2 6 〝 3 .4 .3 0
5 山 田 珠 ー 〝 36 .2 .6 ′′ 37 .4 .3 0 2 1 石 井 辰 雄 〃 4 1.7 .4 ′′ 4 2 .4 .3 0 3 7 嶋 田 幾 雄 3 .5 . 〝 5 .12 .3
6 吉 永 為 己 " 37 .5 .2 7 大 正 2 ▼4 .3 0 2 2 阿 部 次 郎 サ 4 2 .5 .2 0 ′′ 4 3 .7 .3 3 8 中 村 徳 生 〟 5 .12.3 〟 7 .4 .3 0
7 林 千 Å 大正 2 .5 .10 〝 6 .4 .3 0 2 3 坂 梨 日 露 サ 4 3.7 .13 〝 4 5 .12 .4 、 3 9 荒 木 哲 美 7 .5 .1 9 〝 9 .3 .2 7
8 山 隈 康 ′′ 6 .5 .1 5 n lO .9 .3 0 24 黒 田 弥 - 那 〟 4 5.12▼4 〝 4 6 .4 .3 0 4 0 主 海 偉 佐 雄 〃 9 .3 .2 7 〟 1 1.4 .3 0
9 迫 源 次 郎 ォ 10 .10 .14 JI ー4 ,9 .3 0 2 5 i・ * ′′ 4 6.5 .20 ii 4 8.6 .6 4 1 江 藤 正 行 〝 11.5 .2 1 〟 13 .6 .?
10 山 隈 康 〟 14 ー10 .1 2 昭和 9 .5 .7 2 6 古 川 国 雄 〃 48 .6 .6 サ 5 0.4 .30 4 2 白 石 正 サ 13 .6 、8 〟 14 .6 .18
l l 平 野 龍 起 昭和 9 ー5 .8 〝 17 .6 .14 2 7 紫 垣 正 良 〝 50 .5 .16 〝 5 2.6 .4 4 3 宮 原 政 一 ′′ 14 .6 .18 〝 ー5.4 .30
12 佐 藤 真 佐 男 〟 7 .7 .2 3 〝 2 2 .4 .2 9 2 8 上 田 堅 太 サ 52 .6 .4 〟 54 .4 .30 4 4 落 水 清 弘 〝 15 .5 .2 3 ′′ 16.9 .7
3 佐 藤 真 佐 男 〝 2 2 .6 .9 ii 2 3 .4 .7 2 9 島 永 慶 孝 ′′ 54 .5 .14 サ 5 6.12.8 4 5 古 川 泰 三 〝 16 .9 .7 〟 17.12 .2 0

14 大 塚 勇 次 郎 〟 2 3 .6 .5 〃 2 6 .4 .2 9 3 0 藤 山 増 美 〝 56 ▼2.8 〃 58 ,4 .3 0 4 6 税 所 史 無 〝 17 .12 ー2 0 〟 1 9.4 .3 0
15 大 塚 勇 次 郎 〃 2 6 ー5 .15 〟 3 0.4 .30 3 宮 原 光 男 ′′ 58 .5 .18 サ 60 .9 .6 4 7 牛 嶋 弘 ′′ 19 .5 .2 4 在 任 中

16 兼 坂 安 次 ′′ 3 0.5 .2 1 〟 34 .4 .8 3 2 大 石 文 夫 〝 60 .9 .6 サ 6 1.12.15

■歴代市議会副議長

代

I

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

下 田 ー 直 明治 2 2.4 ▼26 明治 2 4. 1 .2 1 19 大 塚 勇 次 郎 昭和 2 2 .6 .9 昭和 23 .6 .5 3 7 田 尻 武 男 昭和 5 6 .12 .8 胞和 58 .4 .3 0
2 下 田 耕 這 〃 2 4. 1 .2 2 ′′ 3 1.5 .22 2 0 加 川 恒 次 ′′ 2 3 .6 .5 " 26 .4 .2 9 3 8 白 石 正 5 8 .S .IE ロ

′′ 60 .9 .63 片 山 甚 十 郎 〟 3 1.5 .2 3 ォ 3 2.2 .7 2 北 利 民 〟 2 6 .5 .1 5 〝 28一9 .5 3 9 北 口 政 義 〝 6 0 .9 .6 〝 6 1.12 .15
4 林 定 男 蝣 3 2.2 .8 〝 3 6ー2 .5 2 2 上 野 勉 〟 2 8 .9 .2 5 サ 30 .4 .3 0 4 0 吉 村 潔 サ 6 1.12 .15 〝 62 .4 .3 0
5 出 田 彦 太 郎 ォ 36 .2 .6 〃 3 6.2 .一一 2 3 森 光 吉 ′′ 3 0 .5 .2 1 〝 3 2 .12.28 4 1 r r * 〟 6 2 .5 .2 2 〝 6 3 .12 ー6
6 園 部 交 雅 〝 36 .2 .12 〟 36 .5 .日 2 4 吉 村 貞 次 〝 3 4 .6 .12 〟 3 5 .3 .2 ー 4 2 村 上 裕 人 〝 6 3. 2 .16 平成 2 .3 .2 6
7 板 垣 正 軌 〟 36 .5 .12 〝 3 7.2 .12 2 5 坂 梨 日 露 〝 3 5.3 .2 1 サ 3 7 .7 .9 4 3 佐 藤 公 平 平成 2 .3 .2 6 〝 3 .4 .30
8 有 働 格 四 郎 〟 3 7 、2 .13 " 4 0 .l l.4 2 6 吉 村 貞 次 ′′ 3 7. 7 ー9 〟 3 8.4 .3 0 4 4 西 田 続 〝 3 .5 .17 ′′ 5 .12 .3
9 板 垣 正 軌 ォ 4 0 .l l.14 ii 4 2 .1 .2 7 2 7 石 井 辰 雄 ′′ 3 8.5 .18 〟 4 1. 7 ー4 4 5 伊 形 寛 . 冶 〝 5 .12.3 〟 7 .4 .30
10 河 田 巌 〃 4 2 .1 .2 8 大正 2 .4 ー3 0 2 8 吉 村 貞 次 ′′ 4 1.7 .4 " 4 2.4 .30 4 6 宮 原 正 一 ′′ 7 .5 .19 〟 9 .3 .2 7
l l 井 場 熊 喜 大正 2 .5 .10 サ 6 .4 .3 0 2 9 佐 藤 寿 子 << 4 2.5 .20 〟 4 4.3 .24 4 7 中 沢 誠 〃 9 .3 .27 〝 1 .4 .30
V? 峡 謙 斎 << 6 .5 .15 〝 7 .3 .10 3 0 古 川 国 雄 〝 44 .3 .2 5 〝 4 4.6 .28 4 8 鈴 木 昌 彦 ′′ 1 1.5 .2 〟 13.6 .8
13 藤 野 乱 〝 7 .3 . 1 〝 10 .9 .3 0 3 1 5 I * 〟 4 4.9 .ー3 〝 4 6.4 .30 4 9 岡 田 健 士 ′′ 1 3.6 .8 〝 14 .6 .18
14 水 上 誠 規 ′′ ー0 .10 .14 〝 14 .9 .3 0 3 2 阪 本 富 〝 46 .5 .20 サ 48 .6 .6 5 0 奥 田 光 弘 〝 ー4 .6 .18 〃 15.4 .30
15 河 ォ ′′ 14 .10 .12 昭和 4 .9 .30 3 3 荒 木 昇 〝 8.6 .6 〝 50 .4 .30 5 1 竹 原 孝 昭 〝 5.5 .23 ′′ 16 .9 .7
16 平 野 龍 起 昭和 4 .10 .12 9 .5 . 3 d 藤 山 増 菓 << 50 ,5 .16 サ 5 2一6 l4 5 2 家 人 安 弘 〝 6 .9 .7 ′′ 17.12 .2 0
17 橋 本 寿 七 サ 9 . 5 ー8 " 17.5 .20 3 5 矢 野 昭 三 〝 5 2.5 .4 '< 54 .4 .30 5 3 田 尻 清 輝 ii 17 .12 .2 0 ii 19 .4 .3 0
ー8 西 郷 一 恵 ′′ 17 .6 .l l 〟 2 2.4 .2 9 3 6 上 妻 重 蔵 〝 54 .5 ー14 サ 56 .12.8 5 4

癖 道 文 徳
〝 19 .5 .24 在 任 中
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大　石　浩　文
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田　尻　善　裕
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東　　　美千子

有　馬　純　大
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白河部　貞　志
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田　中　誠　一
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未　　　来

未　　　来
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市民連合
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未　　　来

未　　　来
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田　尻　清　輝

北　口　和　皇

中　松　健　児

佐々木　傑　和
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田　辺　正　信

家　人　安　弘
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竹　原　孝　昭

古　川　泰　三

旧　Eiサsa　熊

落　水　清　弘

江　藤　正　行

主　海　億佐放

騰　EEl　幾　雄

益　田　教　子

上　村　恵　一

西　　　泰　史

市民連合

市民連合

公　明　党

公　明　党

自　民　党

未　　　来

未　　　来

自　由　ク

市民連合

市民連合

市民連合

市民連合

市民連-^

公　明　党

自　民　党

自　民　党

自　民　党

自　民　党

自　民　党

自　民　党

自　民　党

共　産　党

市民連合

公　明　党
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■常任・特別委員会(平成20年4月1日現在)

名 称 定数 所 管 事 項

鷲

倭

委

員

∠ゝIX

総 務 委 員 会 8
絵務局、企画財政局、会計室、消防局、選挙管理委員会、監査委員、
人事委員会の所管 に属する事項、他の常任委員会の所管に属 しない事項

教 育 市 民 委 員 会 8 市民生活局、教育委員会の所管に属する事項

保 健 福 祉 委 員 会 8 健康福祉局、子ども未来局、市民病院の所管に属する事項

環 境 水 道 委 員 会 8 環境保全局、水道局の所管に属する事項

経 済 委 員 会 8 経済振興局、農業委員会の所管に属する事項

都 市 整 備 委 員 会 8 都市建設局、交通局の所管に属する事項

議 会 運 営 委 員 会 13 議会運営に関する調査

特
別

委

負
.-XZミ

政令指定都市実現に関
する特別委員会

12 政令指定都市実現に向けた対策の推進に関する調査

出資団体等の調査 に関
する特別委員会 12 本市が出資する団体の業務運営のあり方や経営の健全化など諸問題の調査

■市議会のしくみ

HI

議決通知

市 議 会

本 会 議 ＼彊 委 員 会 J 意見書 関係 行 政 庁

鼻体的.
直癖 求牽望 鳩策

夢 「 1傍聴 魂 二一.′

市 民



・
 
I
-
:
'
・
・
・

-

　

1

.

　

　

　

・

S
B
3

広報・広聴
Public relations and open public hearings
喜里.宮司到

広報広聴活動では、積極的な情報提供と市民

の声を適宜行政に反映できるよう取り組んでい

mm.

広報活動

各種媒体による広報

市政だより、点字・音声・拡大版の市政だよ

りのほか、ホームページ、テレビ・ラジオ、新開、

雑誌など、各種媒体を利用し、市政の動きや生

活情報をお知らせしていますcr　また、子ども向

けホームページや携帯電話版ホームページを設

けるなど、充実に努めていますo

市ホームページアドレス
http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/

携帯電話版市ホームページアドレス
強堅

http :〝ww w. c i ty.kumamoto.kumamoto.j p /mo b ile/

報道機関を通じた広報

市政情報を積凝的に報道機関に捷供し、パブ

リシティ活動に努めていますC

広聴・相談活動

広く市民一人ひとりの意見をお聴きし、市政

へ反映します。

まちづくりトーク

e34忠霊忠相

、 I.　、1'Lー　　　ヽーT

J J　ヰt V*>:2¥　一'r

まちづくりトーク

市長が本庁舎内で熊本市のまちづくりについて、

直接市民と意見交換を行いますo

おでかけトーク

市長が総合支所や市民センターなど地域に出

向き、市政道営について市民の理解を深めると

ともに、直接市民と意見交換を行います。

ゆめトーク

市長が各集会・会合に出向き、着帯が塵点的に

取り組む特定のテーマについて直接市民と意見

交換を行います。

校区自治協トーク

市長が地域に出向き、校区自治協議会の方カ

と市政運営や校区のまちづくりについて意見交

換を行います。

パブリックコメント制度

本市行政計画や条例等の素案を公表し、市民

から擬出された意見に対する市の考えを公表す

るとともに、可能な限り当該計画等に反映しますO

市民の声

市政への提案や要望などを手紙やFAX、イ

ンターネットで受付け、熊本市H.Pで公開してい

ma

Eメールアドレス
kouchou@city.kumarnoto.1g.j p

熊本市コールセンター(ひごまるコール)

熊本市の市政情報や生活情報、観光情報など

の多様なお問い合わせについて、専門のセンタ

ーで案内するサービス窓口です。電話　一本で専

門のオペレーターがご案内します.

TEL 096-334-1 500

コールセンターホームページアドレス
http://higomaru-call.jp

Eメールアドレス
1 500@ higomaru-call.jp

FAX 096-370-2002

市民相談

市政相談や日常生活に関する一般相談の他、

弁護士による法律相談、司法書士による相続登

記相談や、税理士による税務相談などの特別相

談を行っていますG

f*零IS

総務課(法制蛮)　行救経営課　人事課(人材育成センター)　職異厚生課

企画課(怯MAS施設開設準蛸ギ)　広報課　広聴課(市民相談室)　柄封相見綿漢　統計課

財政評　昏財辞　車両管理課
主税買　い】出張戸*i:　fs弐蛸i'1単産叫i'l J.1輯課　　　　　　　　　　　.

9'Jl.

~　　　　　　・　　　　　　　　　　い　- 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・:∴い.蝣' 151ヾて!、

北部総合支所(総務辞.市民福祉課、まちづくり交流室)河内総合支所(総務課、市民福祉課、まちづくOJK.売芋、芳野出張所)
飽田総合支所(総務課、市民福祉課、まちつくり交流室)天明総合支所(総務課、市民禰祉臥　7-ち二5くり焚二1宣)
市民センター10　<託ちつくり交流室10)
文化国隈諜　市民会緒(舞台事業鼠健軍文化ホ-ル)　生活安全銀(消筆者センタ-、計量検査所)　男女共生推進課(総合女性
蝣t?:.-一9-1

ふれあい文化センター

脂導きこ亘Si

健康福祉政策課(健康つくrJ勝登室、斎場)国民健康保険課　保険料収納諜国民年金課中央・東・西t爾A北俣償福祉センター
地域保健帯祉課(屑ネ止総合相談室)　馬齢介護掘祉調! I(高&l指事支援室)　樽がい保健福祉課
保護第-課　保護第二課
地域医療諜　生活衛生課(動物愛譲センタ-、環境衛生事業所)　食品保健課　感染症対策課　食肉衛生検査所

・ ∴t ∴LTbIr- 、蜜,Li',-/':"'一　打"」蝣蝣;-' -:こ{　Tl、.∴∴l蝣蝣(-.;:- '蝣　デ.I THv(L∴蔚

し芝"Kit　こ* :蝣・・=丁二・ I.A-.戸『岬、こ吋T?'V軒、 I的f;a:い蝣蝣T -∴)　丁.1r.i弁.琴,i-.Kl'∴。一一

子育て支援群　保育幼稚国許(幼稚園7)

環境企画課　緑煤全課　水俣全課

廃棄物計画課(扇田環境センタ-)　(環境施設整備室)　廃棄物指導課(リサイクル情報プラザ)
浄化対策課(秋津浄化センター)　北部・西部・粟郡クリーンセンター　粟郡-西那環境=場
環境総合研究所

産業政策課　商業労政課　経営支援課　産業文化会総

研光政策謀(鳩光事業室)　築城四〇〇年昌己念事業室　熊本城総合事務所　動植物園

;ご甘'.'-JS-三甲、担い手氾選':」"*　　r一年ニ街SLS甲(lア.隻-・巴・判t;遵空　　HMW　-L性k.f'T:蝣r-　Kサl勺　　　　、 ・Ht;.iE-fiil

技術管理讃

郡市計画課　郡Ir.、活性推進課　交通吉「画諜　量空襲指導讃(理築審査室)
詩情転相甲s　..ミ【も蝣l.1! W、A辞こ.1' ipt-hこ崇

(新幹線建設推進室、熊本駅匹i土地区画整理事業所)
建築言十両課(廷禁物安全推進室)営繕課　設備課　住宅課
土木総務課　土木管理課　道産吉整備課　東部土木センタ- (=務課、維持諜)　西部士木センタ- (T汚課、維持謀、河内分室)
北部土木センタ- (工務維持諜)
下71く道総務課。経営計画室〕下水道建設課　下水通維持謂(水頭管理掌、中郡・乗都南那・丙那浄化センタ-、維持補修センタ-)
旨Bill剰

†蝣サ:^こ甲　>;a;こ雫　tlせ14vmic、

熊本産院　芳野診療所

総.チ?:∴甲　LLデー　血∴亨.~占il・こロ.翁ii' J-f'j、.聖、 L=ltこl:J凸軍、　剛蝣?<*'<! 、 fil<一団妄I i-・∴ご一:;-:¥' :IJで~FドVtf riw、、:蝣-, lir;ト肖「hK

総務課　営業課　電撃諜(上熊本畢両=場、大江営業所)　自動車孟累(ヒ弼本営業所.小葉営業所.整備r場)

預　那-総務課(=事管理室)　経営企画課(rti納室)　料金課　西部水道センタ-　北部水道センタ
術　郎-∃窒設謀i岡調整室)　給水諜　芭践維持課　水;原課　t水質検歪窒)

教育総務部-総務企画課　施設課
ゴr'こォ"I :k - -　.デfYこ甲　1ミ暇l「、こFtl lhv'fjf　サ里F・軽5モ合:t曾　UIl訂rEililifii

高等学校(2)　専修学校(L)　中学校(37)　小学校(80)　小学校分校(l)　※幼稚園(7)　学校縞辞共同調理場(16)
丁.1 ;蝣,"し　　　　　　上.幸三ござVI i串l刺L. ・、-」蝪て-ミ・Tl耳. `こ汁でさ下　目LIL、 l　　て11 tり　　Hftit-P;1-ll .∴'蝣ff: lA'iL_t^.

教育tzンクー

e^至撃務局

Ll_糧こ　　　こ　　　　、wn.-.t　¥1 ttうえY

;n;:サKrtも員宗

gJv-ii、:　ミrj

紅文字は新設、帝文字は統合、名称変更等

1 '′　<'.'蝣'う　ー

I ' ...蝣・蝣　　JL

.-VノL'レI-.y.'"v・-: -t,l　与

平成l9年度市長事務部局 7局27部lll課
(市民病院、消防局を除く)

全部局 l4局40部l67邑栗

平成20年度市長事務部局 8局28那ll3謡

(市民病院、消防局を除く)

全部局 l4局40部l54課

G悪蝣toKum:
iiinistratu㌫1KHOiand鵠35C
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徳富蘇峰体名・猪一郎)氏

{ォ;蝣川130年i h i n末彬1

明治-昭和期の新聞人・歴史家り

熊本坪学校・同志社に学び上寮、

帰郷して自由民権運動に参加し、

大江義鞄を開設。明治20年民友

社を設立「国民之友」 、同23年

「山上tt斯1呈出　V軽寸J,, 「Ifilil;!]

本国民史」 100巻を完結。生梶

300冊の著作を残した。

文久3,年1月25H生れ、

昭和32年11月2円死去、 94歳。

高橋守雄氏

川召和30年1月1日表彰)

第7代熊本市長として、歩兵第

23連隊の移転・市電・上水道の

開設の三大事業を完遂、市の近

feL化、発展繁栄に尽した.。また、

教育者として東洋語学塘門学校

校長、熊本商科人学良を歴任、

郷十教育の振興育成に努力した(メ

明治16年1月1日生れ、

IWHIM年5 1] Iう上川・J∴　丁・収._.

細川護立氏

(昭和35年4月1 [1表彰)

旧肥後藩主細川家16代当主。有

斐学舎舎長、肥後奨学会設立、

箪軌の敬'-」蝣恵を出¥t L.て本IUfil

身者の育成援護に尽したO　国の

文化財保護委員会委員として、

本市の重要文化財、史跡、名勝

等の保存活用に貢献した。

明治16年10月21日生れ、

耶tlllJ^lUJlSu叱去、　STrL.丈、

福田令寿氏

(昭和35年4月1日表彰)

医師、教育者、社食事費家。熊
本英学校で海老名弾正らに学び

,愛洗。エジンバラ大朕学部卒。
t・軸.:∴、i-:'."蝣・I!・'、 IL_ ・1: ‥11*　∴

癖1-1.--蝣・屯　盲llトl ∴!.、・ I'.i'、

師会長,公選の県教育委員臥
大江_高校校長、県社会福相轟議
会会長、熊本YMCA埋草握、
Il,U-;11水*W'}i'fこ.など【禁lT.、キリ

スト教信仰に基づく鍍巌を貫いた。
Ll肘?oir-i2qT I-I--U、

町川[・1網:s f] 7 1.1叱土、 100虹、

貯EH執"fffflffifil夢習曹m訂C

富野

宇野哲人氏
Lffi fim'rion i ll大串';)

・T.蝣:l　・▲こfi-.1∴・fiV∴　　、

方文化学院院養、巣璃女子大学

lt:学長、東方学会愈桑を歴任C清

.国(中国)に留学して支部学を、

Lドイツで西陣哲学を学んだ。西

汁ITサLr> 1;法を問い,^'l'国Tfノ*?'

の叙述は一散を風離した。

叩ミTi-S午l川15LJ 'トIL、

昭和419年2月190死去、 98歳。

堅山南風(本名・熊次)氏

(昭和44年10月1日表彰)

日本画家。明治42年、 22歳のとき上京。

大正2年第7回文展に「霜月頃」が初

入賞。その後、横山大柳に師事した。

昭和13f-、文展審査員。戦後は文化勲

章受賞など日本画壇の重鎮となる。代

KW-に　Lfcl.-Y隼Milトミihii-1叫心・凶、

熊本市民会館鍛帳「火の国讃舞」など

:う・S-'i

明治20年9月12[】生れ、

tl'ifl.f'三日トL川JLIH死-.'- ∴1

後藤景山(本名・枯太郎)氏

(昭和54年10月1日表彰)

新聞人、俳人。九州日日新聞社
入社後、国民新聞社に留学、徳
fiT!恥雌の偲陶をIIt壬i†蝣>　I、Iift巨托

,'l+H:I Il冊Iiil汁ォ}-蝣顎こ、細ti主長

として熊本の一文化振興に貢献,,

昭和2年、俳誌「かはがらし」

(のち「蛍火」 )を創刊主宰し

たC,著番に「肥後の勤塾」 、編

啓に「月巴横国稔」がある。
叩汁ii'.ifr- iミ　　s n '上れ.

El'ifI】61・6 )|-1 LI叱去、　99r丈.

中村汀女体名・破細氏
‥】 t.l.~l'lI!:・'・' I.!:・''

.糾K一康子orl下牛で、 j馴ヒ女流

て・入行　rt'1二∴'蝣" >・、

・J v.二-* /l心蔓・ミiV.f.ここ' ).い.:

<!・!:.・ii. <i,rふ7L.-、

蝣一蝣I'AJ ':: J、 :.;≡.I ".

鍬したや「軒ド1,

2(i∴ il'J‥ .sM.て.

・ I ・Lfl'ト 摺篭iivHk黒浪Uか　凍
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一、.旦熊本市の

1 8 0 0

明 治 2 2 年

明 治 3 年 古 城 に 医 学 校 が 創 設

4 年

ー 0 年

廃 藩 置 県 に よ り 熊 本 県 が 設 置

鎮 西 鎮 台 ( 九 州 及 び 中 国 西 部 を 管 轄 ) が 設 置

熊 本 洋 学 校 が 創 立

西 南 の 役 、 市 街 地 の 大 半 が 兵 火 に よ り 焼 失

2 0 年 第 五 高 等 学 校 ( 九 州 一 校 ) が 創 立

大 E l 本 帝 国 憲 法 公 布

明 治 2 7 年

2 2 年

2 4 年

2 5 年

市 町 村 制 が 施 行 さ れ 熊 本 市 が 誕 生

現 在 の 白 川 公 園 前 に 市 役 所 が 開 庁

門 司 . 熊 本 間 の 九 州 鉄 道 が 開 通

熊 本 電 燈 会 社 が 開 業 し 九 州 に 初 め て 電 燈 が と も る

ラ フ 力 デ イ オ . ハ ー ン ( 小 泉 八 雲 ) 五 高 に 着 任

塘 林 虎 五 郎 が 児 寮 ( 大 江 学 園 ) を 設 立

日 清 戦 争 ～ 2 8 年 2 8 年 ハ ン ナ 一 リ デ ル 女 史 が 回 春 病 院 設 立

2 9 年 夏 目 激 石 が 五 高 に 着 任

3 1 5 ジ ョ ン . メ リ I . コ I ル 神 父 が ら い 救 済 の 徒 労 院 設 立

市 立 避 病 院 設 立 ( 後 の 白 川 病 院 )

1 9 0 0 明 治 3 7 年

3 3 年 市 内 に 大 洪 水 、 白 川 橋 流 失 し 子 飼 橋 付 近 溺 死 者 多 数

3 4 年 市 内 の 電 言 舌 が 開 通

3 9 年 熊 本 高 等 工 業 学 校 設 立

日 露 戦 争 ～ 3 8 年 4 0 年 安 巳 橋 . 水 前 寺 間 に 軽 便 鉄 道 敷 設

4 2 年 鹿 児 島 本 線 全 線 開 通

ー 9 1 0

大 正 3 年

4 4 年

大 正 2 年

市 立 実 科 高 等 女 学 校 開 校

市 立 工 業 徒 弟 高 等 学 校 開 校

菊 池 軌 道 株 式 会 社 が 上 熊 本 . 広 町 間 敷 設

熊 本 軌 道 が 田 崎 . 百 貫 港 、 田 崎 . 高 麗 門 に 開 通

1 9 2 0

罪 - 次 世 界 大 戦 9 年 第 1 回 国 勢 調 査 市 人 口 7 0 , 3 3 8 人 、 戸 数 1 3 ▼8 1 7 戸

1 0 年

1 1 年

隣 接 1 1 力 町 村 合 併 ( 黒 髪 . 池 田 . 花 園 . 島 崎 . 横 手 . 春 日 .
古 町 . 本 荘 . 春 竹 . 大 江 . 本 山 )

市 立 実 科 高 等 学 校 が 市 立 高 等 女 学 校 と な る

1 2 年 手 取 本 町 に 市 役 所 新 庁 舎 完 成

1 3 * 市 営 電 車 開 通 開 通 に 伴 い 大 甲 橋 を 架 設

1 4 年

昭 和 2 年

3 年

4 年

市 三 大 事 業 ( 市 電 . 上 水 道 . 2 3 連 隊 移 転 ) 完 成

記 念 共 済 会 開 催 ( 入 場 者 l 3 3 万 人 )

出 水 村 を 市 に 合 併

長 六 橋 を 近 代 式 鉄 橋 に 架 け 替 え る

市 営 パ ス 発 足 ( バ ス 1 7 台 )

N H K 熊 本 放 送 局 で ラ ジ オ 初 放 送

御 大 典 記 念 事 業 と し て 陸 上 畷 技 場 l 野 球 場 が 完 成

水 前 寺 動 物 園 が 開 園

1 9 3 0

5 年

6 年

熊 本 市 歌 を 制 定

市 営 勧 業 館 が 新 市 街 に 開 館

市 公 会 堂 新 館 が 開 館

自 坪 村 を 市 に 合 併

7 年 画 図 村 を 市 に 合 併

ー 0 年 新 興 熊 本 大 博 覧 会 を 開 催

1 1 年 健 軍 村 を 市 に 合 併

1 4 年 清 水 村 を 市 に 合 併

1 9 4 0

昭 和 1 8 年

1 5 年

1 7 年

川 尻 町 、 日 吉 村 、 力 台 村 を 合 併

市 営 パ ス に 木 炭 車 登 場

九 州 日 日 新 聞 と 九 州 新 聞 が 統 合 さ れ 熊 本 日 日 新 聞 発 足

太 平 洋 戦 争 ～ 2 0 年

昭 和 2 1 年

1 8 年 健 軍 に 三 菱 重 工 業 航 空 機 製 作 所 が 完 成 す る

1 9 年 市 電 気 局 が 市 交 通 局 と 改 称

昭 和 2 0 年 市 立 本 荘 産 院 が 発 足

2 1 年 市 立 市 民 病 院 尭 足

日 本 国 憲 法 公 布 2 3 年

2 4 年

市 消 防 本 部 設 置

市 立 母 子 寮 を 設 置

「 火 の 国 ま つ リ 」 開 始

市 立 実 務 員 養 成 所 ( 後 の 実 務 商 業 ) を 開 設

市 立 熊 本 保 健 所 を 上 林 に 開 設

e_ミ<s・・,
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昭和26年 昭和27年 市立博物館開館
サンフランシスコ講和 28年

29̂

30年

田迎村、御幸村を市に合併

条約調印 豪雨、大水害で市人口の66%が罷災

池上村、高橋村、城山村を市に合併

ラジオ熊本開局

秋津村を市に合併

市電3.0年記念 「交通観光博覧館」開催

松尾村を市に合併

32年

33」E

小鳥村、龍田村を市に合併

大水害で市の33%浸水、山津波による死者、行方不明者

中島村を市に合併

960

昭和39年

35年

37年

熊本空港間.設

熊本城天守閣再建完成

第15回国民体育大会を開催

天守閣再建記念「役員熊本大博覧会」

39年 市総合計画策定

東京オリンピック開催 43年 市民会館開館

44年 熊本動物博覧会を開催(水辺動物園が完成)

1970

45年 託麻村を市に合併

46年 九州縦貫自動車道(熊本ー植木間) 開通

47年 「森の都」宣言

51年 地下水保全都市宣言

54年 健康都市宣言

中国一桂林市と友好都市締結

1980

56年

61年

産業文化会館が開館

新市庁舎建設完成

総合体育館、青年会館開館

62年 米国.サンアント二オ市と姉妹都市締結

平成元年 市制施行100周年「熊本百彩」開幕

1990 平成7年

2*

3年

4年

総合婦人会舘.力ルチャ-センター」オJ プン

「水資源国際会議」を開催

「水の科学館」開館

熊本市と飽託郡4町が合併

南部スポーツセンターオープン

動植物園がオープン

ハイデルベルク市との友好都市締結の調印式

5年

6年

7年

8年

9年

10年

1一年

大名屋敷.旧細川刑部邸完成

「火の国フェスタ.くまもi 93」が開幕

ゆうあいピック熊本大会開催

国際交流会館オープン

福井市と姉妹都市締結

環境総合センターオープン

阪神.淡路大震災

平成10年

環境保全都市宣言

中核市移行

くまもとお城まつり開幕

さくら力T ド(優待証交付事業) ス夕l ト

男子世界ハンドボ-ル選手権大会.熊本開催

超低床電車、ノンストップパス運行開始

「アクアドームくまもと」完成

長野オリンピック開催 中核市サミットノ98�"|本開催

「くまもと未来国体」開催

全国身体障害者スポ一ツ大会「ハ- トフルくまもと」開催

全国マスタIズ陸上競技選手権大会を開催

「ひのくに新世紀総体」開催

2000

14年

15年

、16年

18年

19年

熊本市現代美術館オIプン

国際環境部市会議くまもと2002開催

託麻スポ-ツセンター体育館オlプン

「観光立市くまもと」都市宣言決議

アジア太平洋郡市サミット第5回実務者会議開催

市政情報プラザ開設

個人情報の保護に関する条例施行

「熊本都市圏及び政令指定都市についての研究会」設置

世界女性スポI ツ会議くまもと開催

熊本城築城400年

熊本市中心市街地活性化基本計画認定
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統計情報室(統計課)の紹介

・場　所　市役所別館(自転車駐輪場)6階

・主な蔵書　国勢調査報告書、その他統計調査報告書

市勢要覧、統計書、など

・閲覧自由・複写(有料)

丁統計情報室」 7ft-ムページアドLjス

http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/tokei/

・ 「統計でみる熊本市」ホームページアドレス

http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/aramashi/toukei/index htm

花畑町
一J i輸m

別 館
市役所前電停

二 +- ------n

本庁舎
マスミユ
生爵

lテユJh
旨ヒル

この市勢要覧は、本市の概要をご理

解いただくため編集いたしました。

今回の市勢要覧は、簡素化しつつも

内容は充実したものを酎旨しました。

今後もより一層の充実と好感のもて

る要覧としていきたいと存じますので、

ご利用いただいた方々のご意見をいた

だければ幸いに存じます。

なお、編集にあたりましては、多く

の方々から貴重な資料や写真の提供な

どご協力いただきまして、厚く御礼申
し上げます。

平成19年度

熊本市勢要覧
印刷発行′!平成20年4月

編集発行/熊本市企画財政局

企画情報部統計課

熊本市手取本町1番1号
TEL 096-328-2111

印刷所//コロニー印刷

熊本前二本木3丁目12-37

TEL 096-353-1291

♂ :誓そ鞠
ルデラ・阿蘇がつくっ

た幾重にも重なる地層の中で、

長い年月をかけて磨かれたの

が「熊本水物語」。とてもまろやか

でおいしい天然の地下水です。 「熊

本水物語」を飲んで熊本の天

然地下水のある暮らしを

実感してくださいD

[記事に関するお問い合わせ]

熊本市水俣全課

TEL.096-328-2436

[有料配布のお固い合わせ】

熊本市水道局経営企画課

TEL.096-361 -5423
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賄う、日本最大、世界でも稀な都市ですD的

漣　27万年前からの阿蘇の大噴火が作り出した

水を育む自然の大地。そして加藤清正公な

ど先人が築き伝えてきた水田や森林が

大里の水を地下に供給することで、

今も良質な天然地下水を育み

供給していますO
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文化、産業を育み、様々

な物語を械り成しています。

豊かな水が熊本の風上、

文化、暮らしを育ん

でいるのです。
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人　口

1.人ロ:人口動態

2.推計年齢別(5歳階級)男女別人口

3.国勢調査人口・世帯数の推移

財　政

4.一般会計年度別決算の推移

産　業

5.産業大分類別事業所数・従業者数(民営)

6.農家数・農業就業者数・耕地面積の推移

7.工業の主要指標

8.商業の主要指標

教　育

9.幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修・

10.各種学校の状況

ll.市立図書館蔵書冊数

保健福祉

12.生活保護状況

13.国民健康保険給付状況

14.高齢福祉状況

15.保育所の概要

16.医療施設

生活環境

17.電灯.電力需要状況

18.ガス需要状況

19.下水道状況

20.ごみ・し尿収集処理状況

21.上水道給水状況

22.熊本市消費者物価指数

23.熊本市世帯1ケ月の平均支出

図1　人ロピラミッド

図2　校区別人口密度・人口増減数
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人　口

1.推計人口:人口動態 単位:A

年 次 世 帯 数 人 口
転 入 転 出 F 出 生

死 亡
総 数 県 内 県 外 総 数 県 内 県 外

平成17年 270,530 6 69,603 29,943 10 ,6 95 19,24 8 30,748 10.6 12 20,136 ー521 4 ,8 83

18年 273,447 6 70,097 2 9ー789 11▼181 18,608 3 0,970 10,313 20,657 6,732 5,135

19年 275.929 6 70ー179 28 .776 10 ,67 5 18,10 1 3 0,756 10,250 20ー506 6,8 25 5,0 61

紬　倣帯数・人口は各年10月1日現在O
柑　異動数、出生数、死亡数は歴年の数値であるO

2.年齢別(5歳階級)男女別人口　(平成19年10月1日現在住民基本台帳を基準とした参考数倍)

年 齢 別 総数 男 女 年 齢 別 総 数 男 k 年 齢 別 総 数 早 女

舷 数 664,12 7 3 13,156 350,97 1 35 - 39歳 4 6.312 22 .26 2 24.050 75- 79歳 2 7,0 28 11▼252 15,776

0～4歳 32,234 16.5 53 15.68 1 4 0 - 44M 4 3,338 20,39 8 22β4 0 8 0- 84歳 18 ,88 3 6,896 1 1,98 7

5～ 9歳 33.47 1 17.18 7 16,284 4 5- 49歳 4 3.006 20▼54 2 22▼4 64 8 5- 歳 10 ,108 2,876 ▼23 2

10 - 14歳 34,179 17-43 7 16.742 50- 54歳. 4 3.924 21▼248 22ー6 76 90- 94 歳 4 ,6 57 1.115 3 .54 2

is- 1 9a 35,633 18,13 5 17,498 55- 59歳 . 50,970 24ー190 2 6.78 0 95- 99歳 1,44 2 252 ▼190

20 - 24 歳 4 1.603 20▼67 8 20.925 6 0- 64歳 3 8.176 17,88 1 20 ▼2 95 10 0歳 以上 2 14 28 18 6

25 ~ 29歳 4 3,8 1 1 2 1,19 1 22.620 6 5~ 69歳 3 3▼788 15,03 1 18▼7 57

30 - 34歳 ～
4 9,4 10 24.074 2 5,3 36 7 0- 74歳 3 1,9 40 13▼930 18,0 10

勢調査人口・世帯数の推移 田i^KS

年次 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

入 日 488,166 525,662 555,719 579,306 650,341 662,012 669,603

ft rtf 153,540 180,239 194,486 211,207 246,700 260,672 270▼530

※人口ピラミッド、校区別人口密度・人口増減数についてはP7図1、 P8図2を参照

財 政

4・財　政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:千円

年度 歳 入 総 額 前 年 度 比 歳 出 総 額 前 年 度 比

14 222,250,396 96% 217,350,435 96%

15 21も799▼934 97% 211▼403,037 97%

16 221▼469,193 103% 218,010,147 103%

17 208,080,152 94% 203,875▼708 94%

18 209,063,092 100% 203,874,495 100%

Guide io Kuiramnto Lm
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5.産業(大分類)別事業所数・従業者数の推移(民営)　(平成13年事業所・企業統計調査)

産 業 別
鑑 数

産 業 別
総 数

産 業 別
総 数

事 業 所 数 従 業 者 数 事 業 所 数 従 業 者 数 事 業所 数 従 業 者 数

総 数 2 9.998 276ー5 51 製 造 業 1,162 2 3-0 56 金 融 . 保 険 業 7 16 12ー0 18

農 林 漁 業 24 52 7 電気 .ガス -熱供給 11 9 18 不 動 産 業 1.39 2 4.26 9

鉱 業 6 19 運 輸 . 通 信 業 823 14 ー12 4 サ ー ビ ス 業 9.59 2 92,350

建 設 業 2▼631 24,70 0 卸売.小売業、飲食店 13,64 1 104,57 0 ?g

6 ・農家数・農業就業者数・耕地面積の推移(農林業センサス)　　　　　　　　　　単位=戸・人

年 次
農 家 数 (戸 ) - 農 業 就 業

一人 口 (人 )

軽 骨 耕 地 面 埴 (ha I

総 数 & * ffi ォ 第 1 種兼業 第 2 種兼業 総 面 積 山 畑 樹 園 地

平 成 7 年 5,9 11 1,9 59 ー750 ー2 02 12.6 10 7,601 4 .7 58 1,082 1.76 1

12 年 5▼3 10 1,7 66 1,3 74 2.170 11.8 58 7.150 4 ,519 939 1.69 2

17 年 4,4 94 1,83 7 8 99 ー7 58 1 0,260 6.54 6 4 .150 8 15 1,58 1

7 ・工業の主要指標　　(工業統計調査)　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位二人・万円

年 次

事 業 所 数 従 業 者 数 製造品出荷額等 (百万円)

総 数 対前年比 総 数 対前年比 うち個人柴主及
び家族従事音数

常用雇用者数 総 額 対前年比

平成 15年 5 13 0 16 ,32 1 3.4 66 16.255 3 01,948 △ 18 .6

16年 476 △ 7.2 16,16 7 △ 0.9 70 16,097 2 99,428 △0 .8

17年 52 5 10.3 15.78 7 △2 .4 77 15,710 2 96,97 1 △0.8

8.商業の主要指標　　(商業統計調査)　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:人蝣100万円

年 次
商 店 数 従 業 者 数 年 間 商 品 販 売 額

平成11年 14年 16年 平成11年 14年 16年 平成11年 14年 16年

合 計 10,069 9,2 05 9,109 77,666 74,37 1 73 ,7 64 ▼987,106 2,550,222 2,430 ,6 59

卸 売 業 計 2,78 1 2.4 17 2 .4 16 30,56 1 26,3 24 25 .24 2 2.162,420 1一74 2,463 1,60 6.8 21

小売業計雁飲食店) 7.288 ▼7 88 6 ,6 93 47,105 4 8,04 7 48▼5 22 8 24,686 80 7,760 8 23 .8 38

敬 育

9.幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修・各種学校の状況　　　　(各年5月1日)

ir- *
幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 短 期 大 学 大 学

+ †R .卓$H i :?い
専修 , 各種学校

園 数 園 児数 学 校 数 児 童数 怪 校 数 生徒 数 学校 数 生徒 数 学 校数 生徒 数 学校 数 生徒 数 学 校 数 ⊥里 堅堅

平 成 17 年 56 9.725 82 4 0▼551 4 5 21ー188 28 2 7ー60 7 2 91 0 8 28.202 43 9.501

18 年 56 9,6 91 82 4 0,4 99 4 5 2 1.2 51 28 26 ,56 3 1 828 ▼514 4 5 9,0 69

19 年 56 9月3 6 82 4 0,34 3 4 5 2 1,24 2 28 2 5.82 9 1 72 6 8 2 8.094 43 8 .74 7

※高校の生徒数の総数には専攻科を含むD
資料　県統計調査課

;蝣ii.vi. k∴:「:::品こ　3
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10.市立図書館蔵書冊数

年 度 総 数 総 記 哲 学 歴 史 社 会科 学 自然科 学 技 術

16 年度 858.98 6 2 2ー4 56 21,153 68,86 1 8 5,50 9 54,383 62,898

17 年 度 868.93 5 2 2,78 0 22,330 70,952 83ー92 5 54ー558 63.478

18 年度 895.92 3 2 3▼4 56 23,138 73,446 87ー99 3 56,691 64,578

年 度 ＼ 、＼

＼＼

産 業 芸 術 語 学 文 学 小 説 絵 本

- 16 年度 2 1,30 7 66ー2 97 11,07 1 159,13 2 18 8,670 97,249

17 年度 22,10 0 6 7,6 75 11,566 16 1▼25 7 18 6,856 101ー458

18 年度 22,85 5 68 ,4 26 11,812 164ー79 2 19 0,540 108ー196

保健福祉

ll.生活保護状況　　　(月平均)

被 煤 諺 実 鞭 廿′FF

年度・月次

被　　保　　護　　実　　人　　員

生活 住宅 教育 医療 介護 出産 生業 [葬祭 生活 住宅 教育 医療 介護 出産

扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 i扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助 扶助

5,58 7 4 ,8 90 426 6,0 64 1,14 5 17

5.748 5,0 54 438 6,3 40 1,2 18 144 21

l
- 5β86 5.2 09 45 7 6▼3 45 1.20 2 159 12

7,894　6,635　　665　7,471 1,192　　　　　　　　　17

8,062　6,804　　659　7,800　1,269　　1　249　　21

8,364　6.952　　689　7,781 1,243　　1　245　　12

12,国民健康保険給付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位: l.000円

年 度
被 保 険 者 数 保 険 料 給 付 額

世 帯 数 人 員 調 定 額 収 入 額 総 計 療養 給付 療 養 費 出産給 付 葬祭 給付 ft f ォ f}

平成 16年 度 128▼233 24 1.471 25,937,206 18,726,924 35▼714,675 31,369.787 232,736 342,300 65,620 3,704,232

17年 度 130,408 242,754 26▼040,201 18ー629ー278 39,123,64 1 34,568,900 269,638 323,100 ー280 ー892,723

18年 度 132,124 242,669 28,185,083 20ー068,156 40.853.2 15 36.244,699 297,470 367,792 72,040 3.87 1▼214

※地方自治法施行令の改正に伴い平成14年度の療登の給付は4月～2月(11カ月)
資料市国民健康保険課

13・高齢者福祉　　(各年度末又は年度中)　　　　　　　　　　　　　　　　　単位=人・所

年 度 高 齢 者 数 施 設 措 置 人 員 老 人 ク ラブ 会 員 数
老 人福 祉 セ ン ター

利用者数 (1 H 平均)
老 人 憩 い の 家 数

平成16年度 12 0,3 72 3 68 28▼856 6 14 135

17年度 12 3▼378 3 65 27.972 53 9 135

18年度 12 6,958 3 65 28.080 53 9 135

※老人福祉センタ-利用者の総計は全体の利用者÷日数のため各センターの計とは合致しないO
資料　市高齢保健福祉課
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14.保育所の概要　　　(各年4月1日現在)

年 次
保 育 所 数 職 員 数 j 入 所 者 数

計 市 立 私 立 計 市 立 私 立 計 市 立 私 立

平成 16 年 128 21 107 2,112 3 64 1.74 8 12▼5 80 ー93 2 10.64 8

17 年 128 21 107 2,0 76 3 06 1,770 12 ,5 10 1.8 22 10.68 8

18 年 128 21 107 2,0 64 3 07 1,757 12 ,4 25 ー78 5 10,64 0

※数字に広域入所委託は含まれない。
資料　市保育課

15.医療施設　　　(各年10月1日現在)

年 次

病 院 一般診療所 . 歯科診療所

施 設 数 病 床 数 一般診瞭所 歯科診療所

総 数 精神病院 一般病院 療養病床を有する病院 総 数 精神 感染症 結核 一般 療 養 施設数 fi ft ft 施設数 病床数

平成 16 年 9 1 15 75 40 14 ー555 2,78 5 12 32 7.255 4.4 71 574 2,68 1 343 20

17 年 90 15 75 39 14 ,54 5 2-78 5 12 32 7.4 00 4.3 16 58 5 2,4 62 345 20

18 年 89 15 74 38 14ー4 93 2.78 5 12 32 7.664 4.00 0 583 2.30 1 356 20

・R「感染症病床」は、 「感染症予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が平成11年4月から施行され「伝染病床」から改められた。
※一般病床には、旧その他の病床(旧療養型病床群を除く)を含む,,療養病床には、旧療養型病床群を含む。,
※休止中を除くO

生活環境
16.電灯・電力需要状況 単位: l.OOOKwh

区 分
電 灯 需 要

分 類
電 力 需 要

平 成 16年 度 17 年 度 18 年 度 平 成16 年度 】17 年 度 18 年 度

総 計 lt6 98,902 1.79 6ー94 1 1.780.48 5 総 計 2.947.844 3,0 72.37 1 3 ,0 72,050

定 額 電 灯 29,8 26 3 0ー9 39 3 1,20 5 業 務 用 電 力 1▼265,6 10 1,3 53.4 47 1,3 75ー79 1

従量電灯 A B 1,234 ,4 32 1,26 7,3 15 1,214,85 9 小 口 電 力 533,98 9 550ー53 3 5 17,58 1

従 量 電 灯 C 43 1.2 98 49 5,0 54 53 1,09 2 大 口 電 力 1.073.98 1 1,0 94.95 7 1,111,528

そ の 他 3 ,34 6 3,6 33 3,32 9 そ の 他 74,264 73.434 67.150

※定額電灯は公衆街路灯Aを含むO　従量電灯ABは街路灯Bを含む。
※数値は熊本東営業所、熊本西営業所の合計である。
※熊本市だけでなく患島町および美里町、御船町、益城町、甲佐町、城南町、富合町、矢部町、菊陽町、合志市、植木町の一部を含む。
資料九州電力(柁熊本支噴

17・ガス需要状況　　(各年度・月末現在)　　　　　　　　　　　　　　　単位‥ 1.000m

年度 . 月次
総 数 家 庭 相 商 業 用 工 業 用 そ の 他

戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 n 消 費 量

平成16年度 114.8 29 69,362 105 .44 3 2 5,9 31 7,4 06 16.454 1 53 11.8 92 1.82 7 15.085

17年度 115.813 71,70 7 106 .56 6 2 6,20 5 7.283 16.710 1 50 12 .44 8 1,8 14 16,344

18年度 116.787 80.0 16 107,7 52 2 5,7 95 7.0 70 15,719 148 23 ,14 2 1.8 17 15,351

※熊本市だけではなく益城町、菊陽町、合志町、西合志町の　一部を含むO.
※四捨五入の関係で合計は必ずしも各月の合計と同じではない.。
VJH ffi己GJ-lI恥F蛸旨本号朴

18.下水道状況　　　(各年度末現在) m¥'/. : h;i

年 度
処 理 区 域 面 積

h a

排 水 区 域 内 人 目

(A )

普 及 率 (% )

A - 行 政 人 口
処 理 下 水 量 (.一月

下 水 道 使 用 料

JH & ft - 戟
水 洗便 所 舶 寸戸 数

1
平 成 16年 度 8 ,9 9 5 5 4 1 ,9 18 8 2 .4 7 9▼2 6 9 .5 9 7 ▼5 1 5 .0 2 3 2 0 4 .3 2 5

1 7年 度 9 ,1 18 5 4 8▼6 7 1 8 3 .4 7 7 ,3 7 2 ,7 7 1 2 ,9 6 9 ,9 4 2 2 1 1 .4 0 6

1 8年 度 9 ,3 1 3 5 5 6 ,5 16 8 4 .4 8 2 ,0 8 1 ,6 7 5 2,6 4 2 ,7 7 2 2 18 ー2 8 7

資料　市下水道管理課
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19.ごみ収集処理状況
収集処理量　t

し尿　　　　　　k.-'

年 度 . 月 次

ご み し 尿

収 集 総 量
処 理 内 容

収 集 総 量
処 理 場 別 処 理 量

総 数 焼 却 埋 立 再 資 源 化 i 秋 津 浄 化 セ ン タ ー 中 部 浄 化 セ ン タ ー

平 成 1 6 年 度 3 2 0▼7 6 2 3 2 0 ,7 7 8 2 8 4 ,3 6 7 1 5 ,9 2 7 2 0 ,4 8 4 7 4 ,0 9 6 2 7 ,1 5 8 4 6 ,9 3 8

1 7 年 度 3 0 2 ,9 0 4 3 0 2 ,9 19 2 7 3ー1 1 8 1 0 ,9 9 7 1 8 .8 0 4 7 0 ,6 1 4 2 5 ,1 2 5 4 5 .4 8 9

1 8年 度 2 9 3 .2 0 7 2 9 3 ,2 19 2 6 7 ,1 6 0 7 ,0 8 4 1 8 ,9 7 5 6 7 ,0 7 3 2 2 ,8 0 7 4 4▼2 6 6

※埋立処理量には焼却灰量は含まない。
※処理量には、大型ごみ(16年度は台風災害ごみを含むO)の破砕処理(金属回収)の際に飛散防止を目的で添加する水分を含む。
資料　市廃棄物計画課

20.上水道給水状況　　(各年度末現在)　　　　　　　　　　　　　単位:人　配水景1,000m

年 度 給水戸数 給水人口
配 水 量 一年間有収水量

有 収 率
%総 量 - 川 平均 1 日貴大 1 [】最少

平成16年度 268,840 652,010 84.414 231 256 185 75,515 89.5

17年度 274▼385 653.811 84.031 230 254 183 75,174 89.5

18年度 277,469 654▼819 82▼294 225 255 176 74,08 1 90.0

※普及率-給水人口,/市総人口
資料　市水道局

21.熊本市消費者物価指数　　　(平成17年-100)

年 次 総 合
食 料 座 居

光熱 .水道 家具.家事用品 被服及び履き物 保健 医療 交通. 通信 教 育 教 養娯楽 諸 雑 費

平 成16年 100.6 100.9 99.7 100.7 107.4 10 1.2 100.8 99 .5 10 0.8 10 1.0 9 9.9

17 年 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100▼ 100.0 100 .0 10 0ー 100 .0 100 .0

18年 100.0 101.4 99.7 104.0 92.9 99.6 99.2 100 .2 10 0.3 9 7.3 100 .8

資料　熊本県統計調査課「消費者物価指数年報」

22.熊本市全世帯1か月の平均支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位二円

年 次
消 費 支 出 + +

総 額 食 料 住 居 光熱.水道 家具一家畢
JtI Uu

被服及び
履 き 物

保健医療 交通-通信 教 育 教養娯楽 そ の 他

平成16年 27 9,2 18 62,23 2 20.79 1 20.682 8,19 3 13,638 12,128 30▼98 5 18▼060 2 5,3 33 67,17 7 7,982

17年 30 0,0 99 63▼674 29.146 19.8 35 9,194 14,418 13▼O il 36.30 6 15-272 30 ,3 66 68,874 11,833

18年 27 1,9 02 62,004 19,785 20,170 7,934 14,164 13ー3 19 33,298 14.8 53 26 ,154 60,22 1 10,877

資料　総務省統計局「家計調査報告」
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平成17年国勢調査より
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